
記録的猛暑により記録的猛暑により
新米の品質と収穫量に新米の品質と収穫量に
影響が出ています。影響が出ています。
記録的猛暑に深刻な水不足……各地の米産地が苦境に記録的猛暑に深刻な水不足……各地の米産地が苦境に
今夏、記録的猛暑と水不足が日本列島を襲い、各地の米産地が苦境に立たされました。気象庁に

よると7月の全国の平均気温は平年よりも2.89℃高く、1898年の統計開始以降、もっとも高い値と

なりました。稲作において脅威となるのは「高温障害」。猛暑が続くと稲の光合成が低下し、でんぷ

んの蓄積が不充分となり、品質劣化や小粒傾向の原因につながります。

とくに『新潟こしひかり』の産地「JAえちご上越」のある新潟県上越地方は、平年7月の降水量が約

200mmあるところ、今年は1mmという深刻な水不足に見舞われました。田んぼの一部では土がひ

び割れて稲が枯れる被害も出ています。

「白い米」や「割れた米」が発生しますが、食味は問題ありません「白い米」や「割れた米」が発生しますが、食味は問題ありません
高温障害と水不足により、「新潟こしひかり」をはじめ収穫した産直米に白く濁った「シラタ米」や、米

粒の内部に亀裂が入った「胴割れ米」が発生する見込みです。「シラタ米」は米が生長するなかで、

高温や日照不足などの影響によりでんぷんが蓄えられず、粒に 間ができて光が乱反射して白く

見える状態を指します。「胴割れ米」は精米時に砕けやすく、品質低下につながるリスクがあります。

2025年産の産直米は一部、白い米や割れた米が入ったものもお届けする場合がありますが、食味

は問題ありません。パルシステムが食味と品質を確認したうえでお届けします。ご理解のほどよろし

くお願いいたします。

2025年産「産直米」
の一部に入る可能性
があるシラタ米、胴割
れ米のイメージ

上越市

新潟県

A当面の間は限定数を継続
物流状況や製造点数を考慮した安定供
給を続けるため、当面の間は限定数の設
定を継続します。安定的な供給が見込め
たら解除を予定しています。12月に確定
する産地との契約数量によっては、解除
後も再び限定数を設ける場合があります。

Q産直米の限定数は
いつまで続きますか？

A再開時期は未定です
2025年産の追加募集については、現在
再開できない状況です。12月に産地との
契約数量が確定した時点で、原料に余
裕がある場合は追加募集を再開いたしま
す。再開の際は改めてご案内いたします。
2026年産については、一部でも新規募
集が行えるように産地と協議して原料の
確保を行っていきます。原料が確保でき
たものについては新規募集を行います。

Q予約登録米の募集は
再開しますか？

A値上げとなる見込みです
2024年産と比較して「値上げ」となる見込
みです。カタログ誌面の産直米は最大で約
250円（1kg当たり）の値上げを想定してい
ます。また、予約登録米は2024年産の販売
価格の上昇を抑制していたため、最大で約
350円（1kg当たり）の値上げを想定してい
ます。ただし、最終的な収穫量によって値上
げ幅が変更となる場合があります。

Q 2025年産の価格は
どうなりますか？

今後の動向Q＆A
2025年産「産直米」

2025年10月1回

2025年産「産直米」
について
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産直直産地か
ら

「雨は本当に少ない。うちの田んぼは平た
んなところが多いので水が届きやすいので
すが、山間部は大変。水稲というくらいです
から、水がないとだめなんですよ。毎日田ん
ぼをこまめに観察していい米が実るよう励
んでいます。『今年は水不足』と聞くと不安
になるかもしれませんが、安心して食べて
ほしいです」

JA秋田ふるさとの生産者
 佐藤誠勝（せいかつ）さん

秋田あきたこまち

「米作りがうまくいくかどうかは、穂が出る
時期の天気と気温、水量に左右されます。
ずっと雨が降らなかったからどうなるかと
思っていたのですが、8月頭に恵みの雨が
あったおかげで、穂が一気に出始めました。
ほっとしましたよね。カメムシの問題もあり
ますが、それを乗り越えれば、ちゃんとおい
しいお米を届けられると思います」

JAいわて花巻の生産者
 佐々木和彦さん

岩手ひとめぼれ

「ささかみ地域も水不足の影響で田んぼの
一部で稲が枯れています。日中だけでなく
夜間もずっと気温が高いまま、というのがマ
ズい。風が吹いても熱風のように熱く、稲の
先のほうが傷んでしまうんです。毎年『豊作
です！』って言いたいですが、今の異常気象
下ではむずかしい……。なんとか昨年並み
の収量で着地できればと思います」

JA新潟かがやきの生産者
 渡辺寛之さん

新潟こしいぶき

「庄内町は海風が吹いているので35℃より
高くなることはあまりないのですが、ここ数
年は極端に暑くなっています。人と同じよう
に稲だって夏バテするので、雨が降って気
温が下がるのは大事なことなんです。猛暑
による高温障害は避けられない状況。シラ
タ米が出ることは覚悟していますが、収穫
の秋に向けてがんばります」

庄内協同ファームの生産者
 髙橋直之さん

山形つや姫

パルシステムでは飼料自給率の向上のみならず、水田の多様な価値を考えて飼料用米の拡
大に取り組んできました。耕作放棄地にならないよう水田として維持してきたことが、今回
の米不足を補うための主食用米への円滑な作付け転換に貢献しました。しかし、その一方
で飼料用米の作付け面積は約５割減少となっているのが現状です。この飼料用米の取り組
みも継続して進めていけるよう、当面の間、畜産品の飼料用米配合率を見直し、引き続き水
田保全に尽力いたします。
※マークの数字は配合率の下限です。『コア・フード地鶏しゃも』は23％→10％以上、『日本のこめ豚』は仕上げ
期40％→仕上げ期10％以上となります。

お米を取り巻く環境は厳しさを増し、全国の産地が苦しい状況下にあります。
産地を支えるには生産者の声に耳を傾け、理解して食べていくことが大切です。
自給率を保ち、豊かな田んぼを守るためにも、ともに乗り越えていきましょう。

日本のこめ豚

コア・フード地鶏しゃも

新潟こしひかり

「毎年、炎天下の農作業は大変ですが、体力的なことは自己管理すればなんとかなるものです。
でも、異常気象だとか自然のことはどうにもなりません。今年は空梅雨で6月下旬から40日くらい
ずっと雨が降らず、地割れする田んぼも。『いつになったら雨が降り、穂が出るのか』と途方に暮れ

るばかり。これほど精神的に辛い年はそうそうありません。幸い、
お盆にまとまった雨が降ったので最悪な事態は回避できました。
あのまま雨が降らなかったらと想像するだけでゾッとします。
僕は米農家になって21年目。昔は近所に20戸くらいの農家がい
ましたが、今ではうちを含めてたったの2戸だけです。米作りは
年々厳しくなっていますが、これから先もずっと作り続けますよ。
安全な米を育てることはもちろん、稲作の未来を見据えて若い
スタッフの育成にも力を入れていきます」

JAえちご上越の生産者 大滝和弘さん

各地の米産地の状況をお伝えします。各地の米産地の状況をお伝えします。

10月1回から、畜産品の10月1回から、畜産品の
飼料用米配合率を見直します。飼料用米配合率を見直します。

飼料用米にも影響が
出ます

2025101_komekinkyu_3rd.indd   2 2025/09/02   12:45


